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※４月14日（水）と４月19日（月）

書記局会議と支部大会の振替休日

のため、窓口業務を閉めさせて頂

きます。

東京土建一般労働組合豊島支部
第回定期大会要項

第67回支部定期大会の開催要綱を次のとおりに定める。なお、大会
運営は「東京土建本部大会運営規定」を準用する。

債１．日時と会場
日時 2021年４月18日（日） 13：00 開会

会場 としま産業振興プラザ（IKE・Biz）６階

債２．大会代議員と特別代議員
大会代議員は、分会が所属組合員から選出し、決議権と選挙権は代

議員が有する。昨今の情勢による本大会への参加人数の制限により、
参加対象代議員数は、代議員基礎数、特別代議員数を割愛し、組織割
数による代議員、支部常任以上の役員代議員数を定数とする。組織数
割の代議員の定数は2021年１月１日付の分会組織人数をもとに、30人
に１人とし、端数は切り下げる。（直属は除く）

債３．大会代議員の選出
立候補期間などは、別に定める（Ｐ２参照）

債４．支部表彰
表彰基準は、支部の運動に貢献した組合員とする。

①今年度の諸運動に積極的に参加した人、または功労のあった人。
②支部・分会・群など組織の世話役活動に努力した人。
表彰者は分会が支部執行委員会に推薦する。推薦できる人数は、組

織人員100人以上199人までは２人。200人以上は３人を限度とする。
推薦名簿の提出期限は、３月31日（水）17：00までとする。

仲
間
に
寄
り
添

て

２

１
０
０
人
で
支
部
大
会
を
迎
え
よ
う
！

全
分
会
目
標
達
成
し
て

上
池
本
町
分
会
が
目
標
を
超
過
達
成
！自転車事故・交通事故・他人への賠償事故…

自転車の思わぬ事故からご家族全員を守ります！

東京土建の自転車保険で安心！

自転車は、手軽で便利な交通手段ですが、近年、自転車にかかわ

る事故で高額賠償事例が多発し、社会的に大きな問題になっていま

す。

東京土建の自転車保険は、単身者向けの「個人型」（年間2，500

円）と「家族型」（年間4，500円）の２種類があり、家族実態に合わ

せて加入できます。自転車関連の事故だけでなく、他人の物を壊し

たなどの賠償責任も補償されます。魅力いっぱいの「どけん自転車

保険」。多くの仲間にすすめましょう。

自転車保険更新のご案内

７月１日は自転車保険の年度更新となります。

更新手続きの期限は以下の通りです。

①支払い方法「口座」の方は‥自動継続になります。

６月14日（月）に指定の口座より引落しとなります。変更等が無け

れば手続きの必要はありません。

※継続しない場合は３月末までに支部へ連絡をお願いします。

②支払い方法「現金」の方は‥期日までに入金がなければ失

効となります。

５月31日までに、掛金（家族型4，500円または個人型2，500円）を支

部へお支払い下さい。更新漏れを防ぐため、できるだけ口座の登録

をお願いします。

☆制度改定‥ 家族型賠償責任支払限度額を２億円に☆

2021年６月30日から始まる新年度の制度改定で、家族型の賠償責

任支払限度額が１億から２億円になります。保険料は昨年と同様の

家族型・4，500円、個人型・2500円、死亡・後遺障害、入・通院の

補償はそのままです。
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
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
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
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
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付
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
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５
日
︵
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︶
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６
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︶
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︶
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︶
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︶
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︶
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︵
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︶
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︶
・
27
日
︵
火
︶
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付
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
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３
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
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︵
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︶
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
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
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
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
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付
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

春一番拡大の目標と成果

分会名 目標 成果

さくら ６ ★６

上池袋本町 ４ ★10

南池袋 ４ １

池袋 ４ ★４

かなめ ３ １

椎名町 ４ ２

企業交流 ３ １

直属 26 ★29

合計 54 ★54

３／15日時点
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仲
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仲
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﹂
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
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
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
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
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
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
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仲
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
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
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
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０
０
人
ま
で
不
足
し
て
い
る

状
況
で
す

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
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
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
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と
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仲
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
課
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は

運
動
を

止
め
る
こ
と
に
よ
る
仲
間
の
分
断

活
動
の
伝
承
が
で
き
な
く
な
る

豊
島
支
部
第

回
定
期
大
会

代
議
員
選
挙
告
示

一

代
議
員
定
数
お
よ
び
特
別
代
議
員
数

さ
く
ら
︵
11
人
︶
・
上
池
袋
本
町
︵
９
人
︶
・
南
池
袋
︵
９
人
︶
・
池
袋
︵
６
人
︶

・
か
な
め
︵
６
人
︶
・
椎
名
町
︵
10
人
︶
・
企
業
交
流
︵
４
人
︶
・
直
属
︵
６
人
︶

青
年
部
︵
１
人
︶
・
豊
寿
ク
ラ
ブ
︵
１
人
︶
・
女
性
の
会
︵
特
別
代
議
員
１
人
︶

二

立
候
補
の
受
付

３
月
31
日
午
後
５
時
ま
で

豊
島
支
部
会
館
で
受
付

三

選
挙

立
候
補
者
が
定
数
以
内
の
場
合
は

無
投
票
当
選
と
し
ま
す

立
候
補
者
が
定
数

を
超
え
た
場
合
は

選
挙
方
法
に
つ
い
て
は
別
途
告
知
し
ま
す


２
０
２
１
年
３
月
７
日

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
豊
島
支
部

第
67
回
定
期
大
会
選
挙
管
理
委
員
長

田
中
承
宏

東京土建一般労働組合豊島支部
第67回定期大会役員選挙告示

2021年３月７日

東京土建一般労働組合豊島支部第67回定期大会

田中選挙管理委員長

2021年度東京土建一般労働組合豊島支部役員選挙について下記のとおり告示します。

１、支部役員定数

役員定数は３月７日の第11回執行委員会で以下のとおり確認しました。

①執行委員長・１人

②副執行委員長・３人

③書記長・１人

④書記次長・３人（専従） ※書記局会議で推薦し、選出する

⑤常任執行委員・10人

⑥執行委員・21人 ※各分会３人・分会長と他２人とする

⑦会計監査・３人

２、立候補受付

①受付期間：2021年３月８日（月）～３月31日（水）午後５時まで

②受付会場：東京土建一般労働組合豊島支部会館

③受付方法：立候補は１人１役職、選挙管理委員会が定めた立候補届出用紙に必要事項を記

入し、署名のうえ選挙管理委員会に届け出ます。立候補する役職の変更は受付期間中とし

ます。

３、選挙

役員選挙は役職ごとに第67回定期大会で行ない、選挙の時間は選挙管理委員会が大会運営委

員会と協議して定めます。

４、選挙人

選挙人は資格審査を経た第67回定期大会を構成する代議員です。但し、投票時間中に出席し

ていない選挙人は投票することはできません。
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
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ら
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
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の
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掴
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な
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な
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す

加
え
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
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合
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動
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て
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く
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も
難
し
く

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員
の
成
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手
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見
え
な
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な

り
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す

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を
見
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
﹁
組
合
運
動
を
止
め
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い
﹂
﹁
今
で
き
る
こ
と
を
行

う
﹂
方
針
を
す
す
め
ま
す


分
会
セ
ン
タ

に
リ
モ

ト

設
備
を
配
置
し

仲
間
の
声

を
聞
け
る
状
況
を
つ
く
り
ま

す

支
部
へ
の
会
議
等
へ
の

参
加
に
活
用
し
ま
す

仲
間

を
孤
立
さ
せ
な
い

と
り
く

み
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す


20
年
度
よ
り
支
部
役
員
の

定
年
化
が
定
ま
り

組
織
確

立
強
化
委
員
会
で
は

群
の

組
織
強
化
に
焦
点
を
置
き


す
べ
て
の
群
で
調
査
票
の
依

頼
を
お
願
い
し
集
約
し
ま
し

た

そ
の
結
果

群
の
課
題

︵
３
面
へ
つ
づ
く
︶

昨
年
一
年
間
は

コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
世
界
的
な
未
曽
有

の
年
と
な
り
ま
し
た

昨
年

２
月
頃
か
ら
日
本
に
お
い
て

も
感
染
が
確
認
さ
れ
始
め


緊
急
事
態
宣
言
に
お
け
る
感

染
症
対
策
に
よ
り
社
会
活
動

・
経
済
活
動
の
縮
小
や
中
断

が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た


組
合
で
も
感
染
対
策
は
国
が

定
め
る
基
準
を
遵
守
し
な
が

ら

東
京
都
が
提
起
し
た
３

密
行
動
の
回
避
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
し
た

オ
リ

ン
ピ

ク
の
中
止
や
中
小
零

細
企
業
の
営
業
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た


雇
用
の
問
題
も
深
刻
で

す

影
響
を
受
け
た
業
界
で

は

非
正
規
労
働
者
を
抱
え

る
こ
と
が
で
き
ず

多
く
の

方
が
離
職
し
ま
し
た


建
設
業
界
で
は

大
手
ゼ

ネ
コ
ン
現
場
で
の
ク
ラ
ス
タ


に
よ
る
現
場
中
止
な
ど
が

い
く
つ
か
あ
り

初
め
は
そ

の
こ
と
自
体
を
隠
す
動
き
が

強
か

た
も
の
の

現
場
に

入
る
こ
と
が
で
き
ず

休
業

補
償
を
受
け
取
れ
な
い
仲
間

も
い
た
こ
と
か
ら

国
土
交

通
省
の
指
導
に
よ
り
是
正
さ

れ
て
き
ま
し
た


私
た
ち
組
合
で
は

組
合

活
動
を
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
う
す

す
め
る
べ
き
か

課
題
を
突

き
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た

こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
人
と
人
の
接

触
の
分
断
は

長
期
化
す
る

こ
と
に
よ
り
仲
間
の
中
で
の

分
断
も
作
り
か
ね
な
い

組

合
活
動
の
中
断
は
組
織
の
今

後
の
在
り
方
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
を
実
感
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た


春
の
月
間
で
は
大
衆
的
な

大
き
な
運
動
を
取
り
組
め

ず

支
部
目
標
を
達
成
し
た

も
の
の

６
月
１
日
に
組
織

が
減
少
し
た
こ
と
は

こ
の

数
年
で
も
無
か

た
こ
と
で

し
た

こ
の
ま
ま
運
動
を
停

滞
さ
せ
た
ま
ま
で
は
組
織
の

減
少
の
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
ば
か
り
か

あ
わ
せ
て
仲

間
の
運
動
力
量
が
下
が

て

し
ま
う
懸
念
が
あ
り
ま
し

た
一

方
で
仲
間
の
中
に
も
深

刻
な
影
響
が
聞
か
れ
始
め
ま

し
た

今
後
の
仕
事
が
少
な

く
な
る
見
通
し
や

予
定
し

て
い
た
大
型
工
事
が
止
ま
る

状
況
で
す

国
で
は
事
業
者

向
け
に
﹁
持
続
化
給
付
金
﹂

制
度
や
﹁
雇
用
調
整
助
成

金
﹂
制
度
の
簡
略
化
な
ど
を

つ
く
り

中
小
零
細
の
救
済

策
を
打
ち
出
し
ま
し
た


ま
た

土
建
国
保
で
は
収

入
に
影
響
を
受
け
た
仲
間
へ

の
減
免
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た

こ
れ
ら
の
制
度
相
談
会

を
専
門
家
も
交
え
て
組
合
で

開
催
し
て
き
ま
し
た


組
合
で
は

仲
間
の
窮
地

を
救
う
こ
と
を
目
的
に


﹁
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
コ

ロ
ナ
相
談
﹂
を
仲
間
に
伝

え

組
織
を
あ
げ
て
取
り
組

む
こ
と
を
秋
の
大
運
動
で
提

起
し
ま
し
た

秋
の
活
動
者

会
議
で
も
年
度
で
初
め
て
と

な
る

役
員
の
集
ま
り
で
運

動
の
意
思
統
一
を
行
い

秋

の
月
間
で
訪
問
行
動
を
展
開

し
な
が
ら

全
分
会
が
目
標

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た

訪
問
す
る
こ
と
へ
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が

仲
間

の
元
へ
の
対
話
の
中
で
は


こ
れ
ま
で
以
上
の
反
応
が
あ

り
﹁
組
合
に
相
談
し
て
み

よ
う
﹂
﹁
自
分
は
こ
う
だ


た

皆
さ
ん
ど
う
で
す
か
﹂

と
い

た
仲
間
か
ら
の
声
が

組
織
に
集
中
し
始
め
ま
し

た

具
体
的
に
支
部
に
相
談

し

入
金
ま
で
至

た
ケ


ス
の
方
は
１
０
０
人
以
上
い

ま
し
た

相
談
者
の
中
に
は

こ
う
い

た
制
度
を
も
し
知

ら
な
か

た
ら

﹁
組
合
を

や
め
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
﹂
と
思

て
い
た
と
い
う

声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た


一
方
で

事
業
所
の
状
況

は
大
き
な
影
響
は
少
な
い
も

の
の

今
後
の
仕
事
の
状
況

が
見
え
ず

人
を
雇
用
す
る

こ
と
を
躊
躇
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た

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組
合
費
は
据
え
置
き
ま
す

現
場
改
善
の
切
実
な
声
を
元
請
へ
届
け
よ
う
！

皆
さ
ん
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い


賃金確保・現場での
待遇改善を求める

Ｄ－ＬＩＦＥ19号
が発行されました

（今月分会へ配布しました）

今回はお好み焼き特集です。

フルハーネスの案内、家庭用常

備薬の斡旋など掲載していま

す。ぜひご覧ください。（本部

共済会のＨＰからも閲覧できま

す）

︵
２
面
か
ら
つ
づ
き
︶

が
見
え
て
き
ま
し
た


特
に
現
状
で
群
役
員
を
行


て
い
る
高
齢
な
方
は
１
人

体
制
が
多
く

負
担
も
大
き

い
と
い
う
緊
急
的
な
課
題
が

あ
り
ま
す

群
の
課
題
に
直

接

介
入
す
る
の
は
分
会
で

す

し
か
し
支
部
役
員
や
書

記
局
の
協
力
も
得
て

一
つ

一
つ
の
群
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す

こ
の
議
論
は
次
年
度
も

続
け
て
い
き
ま
す


昨
年
度
は
住
宅
デ

が
中

止
と
な
り
ま
し
た
が

３
分

会
か
ら
﹁
包
丁
研
ぎ
会
・
住

宅
相
談
﹂
を
秋
に
開
催
し
た

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
豊
島

区
と
の
確
認
も
取
れ

開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら


例
年
以
上
の
包
丁
研
ぎ
数
・

住
宅
相
談
件
数
が
あ
り
ま
し

た

開
催
し
た
分
会
で
は
地

域
に
﹁
東
京
土
建
の
と
り
く

み
﹂
を
広
く
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き

あ
ら
た
め
て
地
域

運
動
の
大
切
さ
が
認
識
で
き

ま
し
た

次
年
度
に
向
け
て

も
﹁
で
き
る
こ
と
﹂
の
中
で

と
り
く
み
を
め
ざ
し
ま
す


コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
豊
島
区

で
は
豊
島
テ
レ
ビ
に
よ
る

﹁
お
う
ち
で
動
画
﹂
を
あ
ら

ゆ
る
ジ

ン
ル
で
作
成
し
始

め
ま
し
た

東
京
土
建
に
も

動
画
作
成
の
依
頼
が
き
ま
し

た

こ
れ
は
３
回
行

た
豊

島
区
役
所
１
階
で
の
ウ

ド

ラ
イ
フ
フ

ス
の
と
り
く

み

住
宅
デ

の
と
り
く

み

防
災
活
動
へ
の
参
加
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す

区
民
の
方
が
お
う
ち
で

も
で
き
る
﹁
Ｄ
Ｉ
Ｙ
動
画
﹂

と
い
う
こ
と
で
７
回
の
動
画

作
成
を
行
い
放
映
さ
れ
ま
し

た

チ

ム
ナ
マ
ズ
に
よ
る

災
害
学
習
会
は
居
住
地
エ
リ

ア
の
学
習
を
行
い
ま
し
た


国
や
自
治
体
の
コ
ロ
ナ
政

策
は
混
迷
を
き
た
し

豊
島

区
大
運
動
実
行
委
員
会
で
も

豊
島
区
へ
の
要
望
と
し
て


各
団
体
か
ら
持
ち
寄

た
課

題
を
中
心
に
提
出
し
ま
し

た

自
治
体
キ

ラ
バ
ン
は

感
染
拡
大
の
時
期
と
な
り


行
う
こ
と
が
で
き
ず

満
足

な
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た

次
年
度
も

引
き
続
き

仲
間
の
要
求
・

仕
事
や
く
ら
し
へ
の
声
を
集

め

自
治
体
へ
の
要
求
運
動

も
す
す
め
ま
す


土
建
国
保
を
守
る
運
動
で

は

補
助
金
確
保
の
満
額
確

保
を
求
め

ハ
ガ
キ
要
請
行

動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
声
掛

け
を
す
す
め
ま
し
た

昨
年

に
対
し
て
14

５
％
増
と
な

り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
意
識

付
け
が
弱
か

た
直
属
事
業

所
へ
の
呼
び
か
け
運
動
も
す

す
め
た
も
の
で
す

都
議
会

議
員
・
国
会
議
員
へ
の
全
都

で
の
要
請
も
行
い

補
助
金

の
現
行
水
準
を
確
保
し
ま
し

た

健
診
も
感
染
対
策
を
万

全
に
行
い

日
曜
日
健
診
を

３
会
場
で
行

て
き
ま
し

た

女
性
健
診
の
会
場
が
確

保
で
き
な
か

た
た
め

キ


ン
ペ

ン
に
取
り
組
み
ま

し
た


Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
︵
建
設
キ

リ

ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
︶
は


建
設
産
業
民
主
化
の
た
め

に

建
設
従
事
者
が
自
身
の

職
業
を
証
明
す
る
し
く
み
を

公
的
に
確
立
す
る
シ
ス
テ
ム

と
し
て
運
用
が
始
ま
り
ま
し

た

５
年
間
で
す
べ
て
の
技

能
者
と
事
業
所
の
登
録
を
す

す
め
ま
す

豊
島
支
部
も
20

年
２
月
よ
り
登
録
機
関
と
し

て
登
録
を
す
す
め
て
い
ま

す
首

都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
の
勝
利
は

最
高
裁
の

判
決
に
よ
り
国
の
責
任
を
認

め
ま
し
た

今
後
は
被
災
者

基
金
を
国
で
つ
く
り

裁
判

闘
争
で
は
な
く
被
災
者
を
救

済
し
て
い
く
し
く
み
を
要
請

し
て
い
き
ま
す

被
害
者
の

掘
り
起
し

相
談
体
制
の
強

化
も
同
時
に
す
す
め
ま
す


組
織
拡
大
・
強
化
の
運

動

仕
事
確
保
な
ど
仲
間
を

守
り
運
動
の
先
頭
に
立
つ
支

部
・
分
会
・
群
を
つ
く
る
た

め
の
役
員
体
制
の
充
実
を
目

指
し
ま
す

地
域
か
ら
の
新

た
な
役
員
の
登
用

自
主
的

な
運
動
が
と
り
く
め
る
単
位

で
の
分
会
組
織
と
し
て
再
編

を
め
ざ
し
ま
す

支
部
・
分

会
・
群
役
員
の
欠
員
・
兼
任

を
解
消
す
る
と
と
も
に

若

手
・
野
丁
場

新
丁
場
の
仲

間
を
重
点
に
役
員
体
制
の
拡

充
を
は
か
り
ま
す


全
世
代
が
活
躍
で
き
る
組

織
を
め
ざ
し
て

組
織
確
立

強
化
委
員
会
の
開
催
を
複
数

回
行
い

課
題
の
整
理
と
そ

の
克
服
に
向
け
た
運
動
を
全

分
会
で
と
り
く
み
ま
す


組
織
の
結
集
軸
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
討
し

早

期
に
開
催
を
め
ざ
し
ま
す


青
年
・
後
継
者
世
代
の
組

織
結
集
と
運
動
参
加

役
員

活
動
家
へ
の
育
成
に
向
け


後
継
者
対
策
部
で
の
行
事
の

工
夫
し
た
と
り
く
み
を
め
ざ

し
ま
す


女
性
の
会
が
自
主
的
な
運

動
が
で
き
る
よ
う
援
助
・
協

力
し
ま
す

豊
寿
ク
ラ
ブ
は

65
歳
以
上
の
仲
間
の
組
織
で

す

自
主
的
に
運
営
で
き
る

よ
う
に
援
助
・
協
力
し
ま

す

青
年
部
の
活
性
化
と
自

主
的
な
運
動
が
で
き
る
よ
う

に

援
助
・
協
力
し
ま
す


土
建
国
保
を
守
り

国
保

一
元
化
な
ど
の
動
き
に
対
し

て

学
習
と
と
も
に
運
動
を

す
す
め
ま
す

加
入
時
の
就

業
実
態
確
認
を
引
き
続
き
と

り
く
み
ま
す

社
会
保
障
制

度
拡
充
に
向
け

豊
島
社
保

協
と
と
も
に
運
動
を
す
す
め

ま
す


女
性
の
た
め
の
健
康
診
断

は

新
た
な
提
携
医
療
機
関

で
の
対
応
を
検
討
し

よ
り

受
診
し
や
す
い
と
り
く
み
を

検
討
し
ま
す

組
合
員
・
家

族
全
員
が
受
診
で
き
る
よ
う

に
充
実
し
た
健
康
診
断
を
め

ざ
し

年
３
回
以
上
の
集
団

健
診
を
す
す
め
ま
す


火
災

地
震
・
自
転
車
を

は
じ
め
と
し
た
﹁
ど
け
ん
共

済
会
﹂
で
取
り
扱
う
各
種
共

済
の
推
進
を
引
き
続
き
す
す

め
ま
す

組
合
総
合
共
済
の

制
度
を
広
く
仲
間
に
広
げ
ま

す
消

費
税
廃
止
豊
島
各
界
連

絡
会
の
運
動
に
積
極
的
に
参

加
し

消
費
税
率
を
引
き
下

げ
る
と
り
く
み
を
す
す
め
ま

す

平
和
憲
法
を
守
る
運
動

も
重
要
で
す


ア
ス
ベ
ス
ト
被
災
基
金
創

設
に
向
け
た
運
動
を
す
す

め

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
病
の
組

合
員
の
相
談
体
制
を
強
め


医
療
機
関
と
連
携
を
は
か
り

ま
す

ア
ス
ベ
ス
ト
の
恐
ろ

し
さ
を
知
る
学
習
会
を
計
画

し
ま
す


各
分
会
か
ら
平
和
担
当
役

員
を
選
出
し

地
域
と
と
も

に
平
和
運
動
を
す
す
め
ま

す
こ

れ
ら
の
運
動
を
す
す
め

る
た
め
に

分
会
５
役

全

専
門
部
長
・
副
部
長
を
全
分

会
か
ら
欠
員
な
く
選
出
し
ま

す


景
気
が
上
が
ら
ず
仕
事
が

な
い
状
況
の
中

組
合
費
の

未
滞
納
な
ど
に
よ
り

組
合

を
や
め
て
い
く
仲
間
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん


コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

次
年

度
も
引
き
続
き

組
合
費
は

据
え
置
き
と
し
ま
す

支
出

を
最
大
限
抑
え

滞
納
の
な

い
健
全
財
政
を
め
ざ
し
ま

す

支
部
の
直
属
組
合
員
の

解
消
を
め
ざ
し
て
行
き
ま

す
直

属
の
解
消
を
め
ざ
す
第

一
歩
と
し
て

２
０
１
６
年

10
月
分
よ
り
個
人
で
直
属
に

所
属
し
て
い
る
仲
間
の
組
合

費
は
事
務
費
︵
１
０
０
０

円
︶
を
徴
収
し
て
い
ま
す


引
き
続
き

地
域
分
会
へ
の

所
属
に
む
け
て
働
き
か
け
を

お
こ
な
い
ま
す


毎
年

大
手
建
設
企
業
に

対
し
て

組
合
で
賃
金
確
保

・
現
場
で
の

待
遇
改
善
な

ど

を

求

め

て

毎
年
２

回
交
渉
を
お

こ
な

て
い

ま
す


大
手
企
業

や

サ
ブ
コ

ン

住
宅
メ


カ

の
現

場
で
働
く
仲
間
の
声
を
届
け

ま
す


野
丁
場
や
住
宅
メ

カ


の
下
請
で
働

く
組
合
員
の

皆
さ
ん

現

場
改
善
を
元

請
に
訴
え
る

絶
好
の
チ


ン
ス
で
す
！

大
手
企
業

の
現
場
で
働

い
た
こ
と
の

あ
る
方

組

合
へ
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ

い
東

京
土
建
豊
島
支
部
ホ


ム
ペ

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

頂
きin

fo@
d
ok

en
-tosh

i

m
a.jp

へ
メ

ル
を
お
送
り

く
だ
さ
い


東
京
土
建
豊
島
支
部
Ｈ
Ｐ

か
ら
﹁
豊
島
支
部
の
ご
案
内

↓
お
問
い
合
わ
せ
﹂
の
入
力

画
面
で
す




け ん せ つ 北 部２０２１年３月１７日 （４）会
解昭和年５月日

第三種郵便物認可 懐
戒 第２６０６号

本
部
機
関
紙
コ
ン
ク

ル

新入学祝金申請を

お忘れなく

5，000円の

図書カード贈呈
2020年４月に小中学校に入学した

お子さんのいる仲間に、「新入学

祝金」として5，000円分の図書カ

ードをプレゼントしています。

申請期限は2021年３月末日

まで

新保険証交付に関するご案内新保険証交付に関するご案内
直属事業所及び、直属組合員のみなさんの2021年４月１日から

の新保険証につきまして、支部で交付会を行います。

新保険証交付会は豊島支部会館３階にて

３月日（木）10:00～15:30
※お昼休み（12:00-13:00は除く）

新保険証は、４月分の納入を確認してからの交付になります。

納入が確認されていない（その場で確認が出来ない）場合は、保

険証をお渡しできませんので、あらかじめご留意のうえ、納入と

お手続きをお願いいたします。

また、通帳の記帳などで最新の入金確認をいたしますが、郵便

振込など着金がすぐに確認できない場合もありますので、振込領

収済のお控えなどをお持ち下さい。

３月中に保険証の変更手続き（住所変更や家族の増減など）が

発生している方は、新保険証が当日お渡しできない場合がありま

す。

※保険証を取りに来られない場合は、４月分入金の確認が出来

次第、４月１日以降の順次の発送となります。予めご了承くださ

い。

★ディズニーリゾート割引券の
取り扱いについて★

この間、新保険証の交付時にお渡ししていた割引券につきまし

ては、取り扱いについての確認が国保よりありました。①お渡し

できる枚数はご家族を含む国保加入者分・②必ず支部窓口でのお

渡しを徹底いたしますので、何卒ご理解の程、よろしくお願いい

たします。

2021年度の国保料について
土建国保料は据え置きとなります。ただし、介護保険料が200

円の値上げになり１人3，400円（４月分～）となります。よろし

くお願いします。

提携医療機関は土建国保HP-QR

コードでご確認ください

女性のための健康診断
3000円キャッシュバック！

女性健診のキャンペーンを企画しました。３月31日までに東京土建国保が提

携している提携医療機関で一般健診と一緒にオプションを受けた方に、最大

3，000円まで補助金を出します。健診後に、病院より発行される「領収書（オ

プション代）」を支部窓口までご持参いただき、最大3，000円をキャッシュバ

ックします。この機会に受診してみましょう！

◆キャンペーンの概要◆

１．対象者： 東京土建国保に加入されている女性（家族含む）

２．期 限： ３月31日までに提携医療機関で受診された方

３．特 典： 一般健診でオプションを受けた場合、

最大3，000円キャッシュバックします

前
進
座
創
立

周
年
記
念
五
月
公
演

統
一
観
劇
日
へ
の
お
誘
い

入選作品
さくら（分会新聞）

2020年９月第49号

（さくら分会）

絵手紙（イラスト賞）

2021年1月第2598号（けんせつ北部）

（南池袋分会・相良眞理さん）

３
月22

日
︵
月
︶
さ
く
ら
分
会
総
会

分
会
セ
ン
タ
19

時


23
日
︵
火
︶
国
保
対
策
共
済
審
査
会

19
時


25
日
︵
木
︶
直
属
保
険
証
交
付
会

な
ん
で
も
相
談
会
︵
法
律
︶13
時
半

15
時
半

︵
要
予
約
︶

南
池
袋
分
会
総
会

分
会
セ
ン
タ
19

時


26
日
︵
金
︶
な
ん
で
も
相
談
会
︵
税
金
︶13
時
半

15
時
半

︵
要
予
約
︶

か
な
め
分
会
総
会

支
部
会
館

19
時


27
日
︵
土
︶
椎
名
町
分
会
総
会

支
部
会
館

19
時


28
日
︵
日
︶
上
池
本
町
分
会
総
会

本
町
区
民
ひ
ろ
ば

13
時
半


29
日
︵
月
︶
第

回
青
年
部
大
会

19
時


30
日
︵
火
︶
内
部
監
査

13
時


４
月１

日
︵
木
︶
外
部
監
査

10
時


２
日
︵
金
︶
四
役
会
議

19
時


５
日
︵
月
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
①

６
日
︵
火
︶
常
任
執
行
委
員
会

19
時


労
災
年
度
更
新
受
付
②

７
日
︵
水
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
③

８
日
︵
木
︶
執
行
委
員
会

19
時


９
日
︵
金
︶
分
会
回
り

11
日
︵
日
︶
組
織
部
宣
伝
行
動
日

12
日
︵
月
︶
第
16
回
豊
寿
ク
ラ
ブ
総
会

14
時


13
日
︵
火
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
④

14
日
︵
水
︶
書
記
局
会
議
︵
事
務
所
休
館
︶

15
日
︵
木
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
⑤

18
日
︵
日
︶
第
67
回
支
部
大
会

13
時

イ
ケ
ビ
ス

19
日
︵
月
︶
※
支
部
大
会
の
振
替
休
日

20
日
︵
火
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
⑥

21
日
︵
水
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
⑦

22
日
︵
木
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
⑧

23
日
︵
金
︶
国
保
対
策
共
済
審
査
会

19
時


26
日
︵
月
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
⑨

27
日
︵
火
︶
労
災
年
度
更
新
受
付
⑩

［日時］ ５月16日（日）午後５時半からの部

を統一観劇日として、組合の貸し切り公演

［演目・時間］ 「茶壷」「たが屋の金太」上演

時間（休憩含む）は約２時間10分

［観劇料金］ 一等席9000円のところ⇒共済会

豊島支部割引で3，000円
かならず支部窓口でチケット

のお求めをお願いします。

第回豊寿クラブ定期総会

日時 ４月12日（月）14：00～支部会館３階

参加人数 分会各５名（役員幹事含め最大38名）

豊島区コロナワクチン接種学習会

ワクチン接種が一部の自治体で４／12から開始さ

れます。ワクチン接種に関して、豊島区ワクチン担

当課や医師を講師に招き、正しい知識を学ぶ学習会

です。

講師 豊島区コロナワクチン接種担当課 樫原部長

講師 大泉生協病院院長 齋藤文洋先生

日時 ３月25日（木）10時～

会場 東京セミナー学院６階

東
京
土
建
本
部
の
機
関
紙

コ
ン
ク

ル
の
結
果
が
発
表

さ
れ
ま
し
た

豊
島
支
部
か

ら
は
分
会
新
聞
の
部
で

さ

く
ら
分
会
の
﹁
さ
く
ら
﹂
が

２
年
連
続
で
の
入
選
と
な
り

ま
し
た

記
事
賞
で
は

か

な
め
分
会
の
大
浦
康
昭
さ
ん

﹁
家
に
い
て
出
来
る
﹂

イ

ラ
ス
ト
の
部
で
は

南
池
袋

分
会
の
相
良
眞
理
さ
ん
の

﹁
絵
手
紙
﹂
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

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